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台風とコロナ禍の影響で、ずっと開催出来なかった盆踊

り大会。８月１５日（木）は６年ぶりの開催となり、地域

の皆さんに多数参加していただき賑やかに行うことが出

来ました。久しぶりすぎて､初めは踊りも思い出せなくて

戸惑う場面もチラホラ･･･(^_ ;̂)。でもさすが地元の皆さ

ん！すぐにカンを取り戻して、堂々と踊りきりました♪

そして今回は２名の新人が、３名の先輩くどきとともに舞

台の上で唄いました。次回はさらに上手く唄えることを期

待しています(*^_^*)。

踊りに参加された皆さん､くどきの皆さん､ありがとう

ございました。また来年も一緒に唄って踊りましょう！

奥田原交流センター特別企画！

スマホ相談会を開催します

日 時 ９月１３日（金）午後２時～

場 所 奥田原交流センター 集会室

講 師 安来市DX推進課 職員

対象者 奥田原にお住まいの方

参加費 無料

９月４日（水）までに奥田原交流センター

（35-0047）へお申し込み下さい

ファイトたわら特別企画！

こけない体 体操を開催します

日 時 ９月１９日（木）午後２時～

場 所 奥田原交流センター 集会室

講 師 安来市立病院 理学療法士

対象者 奥田原にお住まいの方

参加費 無料

事前の申込みは不要です お気軽にご参加下さい(*^_^*)/

７月のたわらサロ

ンは、7月１９日（金）

に NHK松江放送局

の見学へ行ってき

ました。昨年オー

プンしたばかりの

新会館です。

２２０インチの大型

モニターやニュー

ススタジオを見学しながら、「免震構造・水害対策」「交流拠点」

「環境にやさしい」といった新会館こだわりの特徴についてのお

話も聞きました。午後は大庭町の出雲かんべの里で、お昼ご飯と

工芸館見学。機織りや木工・陶芸作品等を見ながら､ものづくりの

素晴らしさに触れました。

←フェイスブック更新中！「 やすぎの山奥 たーら通信 」へＧＯ！



９月の予定 7日…白露 19日…彼岸入り 25日…彼岸明け

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
巡回診療日

5 休館 6 休館

軽体操会

7

8 9 10 11 休館 12
ぐるっとYasugi号

13
スマホ相談会

14

午後休館

15 16 敬老の日 17 18 19
こけない体体操

20
たより発行日

軽体操会

21
秋の全国交通安全

運動（30日まで）

22 秋分の日 23 振替休日 24 25 休館 26
ぐるっとYasugi号

27
軽体操会

28

29
たわらサロン

30 10/1 休館 2 3 4
軽体操会

5

午後休館

巡回診療日

診察の予約は

9月2日までに
交流センターへ！

蛙兎画記 ～というか主事のヒトリゴト～
あ と が き

６年ぶりの盆踊り大会！無事に

開催できて良かった～(*^_^*)。

暑かった夏ももうじき終わり･･･

田んぼが黄金色に実ると､一気に

秋が近づきますね♪食いしん坊

のイトハラ主事は、実りの秋、収

穫の秋が待ち遠しいです(*^_^*)

《itohito》

８月４日（日）の旧小学校周辺環境整

備作業では、奥田原スポーツ協会･子ども

会･各自治会の皆様から、多数ご参加いた

だき作業していただきました。

校庭や斜面の雑草を綺麗に刈っていた

だき、スッキリ綺麗になりました！

暑い中、ありがとうございました。

三郡山登山の中止について（ご報告）

今年度の三郡山登山開催の準備を進めてい

ましたが、亀嵩地区で熊の目撃情報が相次い

でおり､８月８日に久野･亀嵩との三地区合

同会議で協議した結果､今年度の三郡山登山

は中止が決定いたしました。

８月１８日（日）に荒神の名水で「嫁来い観音婿来い地蔵建立３３年

祭」が執り行われました。様々な出会いとご縁を、荒神の地で暖かく見

守り続けてきた観音様とお地蔵様。参加者の皆さんは感謝の気持ちを

込めて手を合わせたあと、荒神の名

水を引いた流しそうめんをいただき

ました。長い竹の節の波に乗って流

れてくるそうめんに､大人も子どもも

笑顔いっぱい♪ みんなで集うご縁

に感謝し、荒神の涼を感じたひとと

きでした。

ひろせ図書室 この本に注目

『ぼくは地球を守りたい』 二酸化炭素の研究所、始めました

村木 風海／著 岩崎書店

地球温暖化の原因の一つである二酸化炭素。小学校４年の頃、火星に

行きたいという夢を持った著者は、火星には地球よりたくさんの二酸

化炭素があることから、二酸化炭素の研究をはじめました。二酸化炭

素吸収装置をつくり、まだまだ研究を重ねています。環境問題に取り

組んだノンフィクション。


